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千葉商科大学 基盤教育機構 

 

千葉商科大学・数理データサイエンス教育プログラム自己点検・評価報告書 

 

千葉商科大学・数理データサイエンス教育プログラムについて、以下の通り、当機構で自己点検・評価を行った。 

 

自己点検・評価体制における意見等 

【学内からの視点】 

■プログラムの履修・修得状況 

学生のプログラム履修・修得状況は、業務システムにより教職員が把握できるようになっており、基盤教育機

構情報科目分科会において、本教育プログラムの履修・単位修得状況の集計・分析を定期的に実施している。ま

た、学生ごとの授業への取り組み状況は、本学ＬＭＳ「CUC PORTAL」の出席管理システムによる出欠確認や、

課題管理機能を通じて把握することができる。これらの結果は、授業内容や実施形態、時間割編成などの改善に

役立てている。 

 

■学修成果 

ディプロマ・ポリシーに基づき、本学として育成する「CUC3つの力」を定めるとともに、「CUC3つの力」を構

成する能力要素を「CUC6つの能力要素」として定め、カリキュラムを編成している。そして科目ごとに、「CUC6

つの能力要素」中で身につけられる要素に該当するものを主副の目標として事前に定めている。これら目標につ

いては、毎学期末に実施する科目ごとの「授業評価アンケート」において、履修者が授業を通じて身についた

「CUC6つの能力要素」を調査し学修成果の把握につとめている。また併せて、シラバスに記された科目ごとの

到達目標の達成度合についても調査している。 

表 1は、本プログラムを構成する各科目の授業評価アンケートにおける設問 No.16（本学で身に付く CUC6

つの能力要素のうちこの授業を通じて伸びたと実感したもの）の回答結果である。赤色で表示されている項目

が、科目の主目標、青色で表示されている項目が科目の副目標である。なお、「情報入門」「情報と倫理」「統計

学入門」は春学期及び秋学期に開講された科目の合算値であり、通年科目の「特別講義（データサイエンス）」

は秋学期時点の値である。 

 

表 1 ｢CUC6つの能力要素｣ 

 

 





実践を交互に行いながら進める形に変更する。なお「特別講義（データサイエンス）」では、学習成果の学会発

表を最終目標にしているが、実際の学会発表を行ったのはこの調査後であったため、達成感に関する回答結果

の評価については注意が必要である。 

 

■学生アンケート等を通じた後輩等他の学生への推奨度 

他学生への推奨度については、授業評価アンケートの設問 No.10「この授業は十分満足できるものであっ

た。」の回答結果により評価する。表３は、設問 No.10の回答結果である。 

 

表 3 授業満足度 

 

 

授業が「満足できる」、「どちらかと言えば満足できる」の回答割合を合わせると、「情報入門」９５％、「情報と

倫理」９７％、「統計学入門」９１％、「特別講義（データサイエンス）」66%となり、概ね高水準な結果となった。な

お、「特別講義（データサイエンス）」において独自に行った調査でも同様の結果が得られている。 

全体として高い値の結果となったが、授業時間内外での学習指導、質問を受け付ける仕組みや教育上の工

夫、学生指導・支援等の学修サポート等については、より適切なものとなるよう、情報科目分科会等において、期

的に検討している。なお、「特別講義（データサイエンス）」では少人数授業ながらも「満足できない」と回答した

者もいたため対策を講じることとしたい。「特別講義（データサイエンス）」は、卒業要件に含まれない科目である

こと、通年科目であること、プログラミング技術の習得から論文執筆までを含む難易度が高い付加的、発展的内

容であることなどから、途中で履修を中止する者も見受けられる。これまでも、夏休み期間の任意参加ゼミ、共同

作業スペースの開催などの取り組みを行ってきたが、来年度はグループ作業や授業の形式を導入することで、学

習の継続を促し、評価結果の改善につなげることを計画している。 

 

■全学的な履修者数、履修率向上に向けた計画の達成・進捗状況 

表４は学部・学科別の２０２２年度「千葉商科大学・数理データサイエンス教育プログラム」修得者数である。

在学者に占めるプログラム修得者の割合は３．６％となった。「千葉商科大学・数理データサイエンス教育プログ

ラム」における「教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について」では、令和４年度における履修率

予定を３％と設定しており、予定に従って推移している。プログラムの履修率に関する目標を引き続き実現するた

めに、段階的な向上を見据えた施策の検討を継続する。 

 

授業科目名

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

情報入門 812 63.6% 404 31.7% 48 3.8% 12 0.9%

情報と倫理 164 62.6% 91 34.7% 7 2.7% 0 0.0%

統計学入門 56 44.1% 60 47.2% 10 7.9% 1 0.8%

特別講義（データサイエンス) 1 33.3% 1 33.3% 0 0.0% 1 33.3%

合計 1033 61.9% 556 33.3% 65 3.9% 14 0.8%

（１０）この授業は十分満足できるものであった。

満足できる
どちらかといえ

ば満足できる

どちらかといえ

ば満足できない
満足できない



表 4 ２０２２年度「千葉商科大学・数理データサイエンス教育プログラム」修得者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学外からの視点】 

■教育プログラム修了者の進路、活躍状況、企業等の評価 

本学キャリア支援センターでは、卒業から 1～3年経った卒業生およびその就職先企業を対象に毎年アンケ

ート調査を実施しており、今後は本教育プログラム修了者の活躍状況を把握できるようになるものと考えている。

本プログラムは、開始して間もないこともあり、現時点での評価は出来ないが、今後の追跡調査に関して検討と

準備を進める。 

 

■産業界からの視点を含めた教育プログラム内容・手法等への意見 

キャリア支援センターの実施する調査結果は、本プログラムの改善に役立てている。図 1は、2021年 10月

に企業の採用担当者に対して行った「デジタル時代における商いの力」からイメージされる能力や人物に関する

自由記述項目の調査結果（回答数 310）から作成した共起ネットワークである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 「デジタル時代の商いの力」の共起ネットワーク 

 

１年生 2年生 ３年生 ４年生 合計

商 1 10 31 14 56

経済 1 3 9 9 22

経営 1 4 4 6 15

10 4 14 9 37

2 6 10 13 31

4 3 20 12 39

0 1 0 3 4

19 31 88 66 204

1.2% 2.1% 5.9% 4.0% 3.6%

所属

在籍者数に占める割合

商経学部

政策情報学部

サービス創造学部

人間社会学部

国際教養学部

合計



最大のクラスタで表現されているように、企業の採用担当者にとって、基礎的な ITスキルは前提とした上で、

顧客に対する理解力、コミュニケーションなどの対人スキルを併せ持った人材に関する意識が高いことがうかが

える。本学は、商学をはじめとした実学教育を行っており、また本プログラムによって ITや数理・データサイエンス

スキルを学修し社会的に求められる能力の養成を目的としている。産業界からのニーズに対応するため、本プロ

グラムを構成する全学必修科目「情報入門」では、「みつける」、「まとめる」、「つたえる」の３つの力を学ぶことを

目標として設定している。ITや数理・データサイエンスにおいて得られた知見を、どのように実社会で活かすのか

を意識した授業内容や構成を意識して今後の改善を進めたい。 

 

■数理・データサイエンス・ＡＩを「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意義」を理解させること 

当該科目の担当教員は、モデルカリキュラムの観点で「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意義」を意識した授業展開

や教材作成に取り組む必要がある。学ぶ楽しさについては、実践的な体験活動を通じて、数理・データサイエン

ス・ＡＩの利活用が社会的な問題とその解決のために有用であることを実感できるようにする。 

例えば｢統計学入門｣においては、プログラムによる新聞記事の統計的検証など、現実の問題とデータサイエ

ンスの関わりを感じることができるように授業を構成している。学期末に「統計学入門」の授業内で実施したアン

ケートでは、次ステップとなる科目「特別講義（データサイエンス）」の履修を検討していると回答した学生が、９６

名中１１名いた。「特別講義（データサイエンス）｣の授業では、身近な問題に関するデータを収集してみるなど、

学んだことを実践することができるように設計されているが、最終的に３名の学生が学会発表を行い、その全員

が来年度以降の研究の継続を希望している。 

 

■内容・水準を維持・向上しつつ、より「分かりやすい」授業とすること 

本プログラムを構成する科目は、以前から本学カリキュラムとして設置されていたものであり、その内容・水準

はモデルカリキュラムの要件を満たし、かつ引き続き維持されることを期待できる。持続的な内容・水準の向上と

本学の平均的な学生にとって分かりやすく学べる内容としてゆくため、該当各科目の授業評価アンケートの結果

は引き続き活用し、また必要に応じて追加調査の実施や次期のカリキュラム改定に備えた検討も行う。 

 

以上 


